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１．まえがき  

ダム建設工事では，基礎掘削が完了した段階で，地盤の岩種や断層等の分布状況を記した地質図と岩盤強度で

種別した岩級区分図からなる岩盤スケッチ図を作成し，基礎岩盤の評価を行っている．岩盤スケッチ図は，ダム

基礎の掘削範囲を測量し，地質技術者が詳細に岩盤状況を調査した後，手書きのスケッチ図を CAD でトレースし

て作成されている． 

これまでも筆者らは，このように多大な労力がかけられている岩盤スケッチ図作成の省力化，迅速化，DX 化を

目的として AI を用いた画像解析による岩盤スケッチ図の作成１）を試みてきた．しかし AI を用いた手法は，地質

図においては高い正答率が得られたものの，岩級区分図では信頼できる結果を得ることができなかった．これは，

画像を用いた機械学習は色味による特徴が評価されるため，岩級区分の判定基準となる岩盤の硬さや割れ目間隔

を評価できなかったためであると考えられた． 

そこで岩盤分類の３つの指標（硬軟区分，割れ目状態，割れ目間隔） の要となる割れ目に着目し，画像処

理による基礎岩盤の割れ目検出に取り組んだ．岩盤分類基準の一例を図－１に示す． 

２．画像処理システムの概要  

画像処理システムは，先人の知恵を拝借し，1989 年に発表された「画像処理システムを用いた岩盤割れ目のフ

ラクタル幾何学的特性評価について」2)と題された論文に記載されている節理マップ作成手順に則って構築した．

このシステムは前処理，形態学的処理，直線化処理の３部構築となっている．今回の画像処理は二値化後に行わ

れ，割れ目部分は濃淡が急激に変化するという特徴を前提としている．前処理では，平均値フィルタ処理，ラプラ

シアン二次微分フィルタ処理等で周辺の濃度と比較して急激に変化する部分を岩盤のエッジ部として抽出する．

次に形態学処理として，前処理で抽出されたエッジ部の膨張と細線化処理を実行し，孤独点を除外した後，交点

を削除する．最後の直線化処理では，端点間の距離が近いもの，角度が同じものを連結し割れ目を表示する．図－

２に割れ目検出の流れを示す． 

３．画像処理システムの検証  

構築したシステムを使用して，前処理と直線化処理についてパラメータの検証を行った． 

(1) 前処理 

前処理は，近傍平均値の直径，平均値フィルタの直径，ラプラシアンフィルタの値という３つの条件を入力す

る必要がある．今回はその中でも特に結果に影響が出やすい平均値フィルタの数値を変化させて結果を確認した．

この検証では約 4,500pixl×3,000pixl の画像を使用した．平均値フィルタの直径を 30pixl より大きくすると，割れ

目とは無関係の位置に十字のようなエッジが検出されてしまった．反対に平均値フィルタの値を小さくすれば 
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図－１ 岩盤分類基準例 
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するほど，詳細にエッジが検出されるが，明ら

かに割れ目ではない部分にもエッジが検出さ

れてしまった．図－３に平均値フィルタの検

証結果を示す． 

(2) 直線化処理 

直線化処理では端点間許容距離と端点間許容角度を検証した．端点間許容距離が長いとすべての割れ目が繋が

った直線となってしまい，短すぎると割れ目の数が減ってしまう．また端点間許容角度を 90°にすると実際の割

れ目とは異なる亀甲状に抽出したエッジが繋がってしまったが，角度を小さくし過ぎると直線化されるエッジが

少なくなり割れ目検出が困難となってしまった．図－４に端点間許容距離の検証結果，図－５に端点間許容角度

の検証結果を示す．  

これらの結果から約 4,500pixl×3,000pixl の画像の場合，平均値フィルタの直径は 10pixl, 端点間許容距離は 10

～25pixl，許容角度は 10～20°とする場合が実際の割れ目の状態に近く適当であると考えられる． 

４．まとめ  

画像の大きさに合わせてパラメータを調整しなければならないという課題はあるものの，今回構築したシステ

ムを使用し，画像からダムの基礎岩盤の割れ目を検出することができた．今後はこの結果から岩盤の風化変質を

判定する指標を確立し，岩盤の硬さと合わせて岩盤分類を判定し，岩盤スケッチ図作成の省力化を図りたい． 
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凡例：   検出した割れ目 
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図－４ 端点間許容距離の検証結果 
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